
　　　　
（別添資料１）

事業所名 放課後等デイサービス  くくる岡崎２ 支援プログラム（参考様式） 作成日 令和８ 年 12 月 23 日

法人（事業所）理念 子どもの療育を通じて未来を育み、社会に貢献する

支援方針
 個々の成長に合わせ、それぞれの個性やできる事を大切にした支援を行います。
 自立に向けた支援から日常生活動作の習得を目指し、社会と関わりながら生きていく力を養います。

営業時間 9 時 30 分から 18 時 30 分まで 送迎実施の有無 あり なし 事業所から車でおおよそ15分以内

本
人
支
援

健康・生活
・基本的な生活習慣の自立、基本的生活スキルの獲得ができるよう支援する。(調理、洗濯、公共交通機関を利用した課外活動等)
・自身の体調の変化に気づいたり、現状を伝えられるように支援する。

運動・感覚
・様々な活動や遊びを通して、姿勢保持、距離感、力加減等を学び、体の動きや力加減だけでなく、気持ちやテンションのコントロールにも繋げていく。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・PTによる集団、または個別の訓練を行う。

認知・行動
・特性に合わせ、様々な活動やSST等を通して、適切な行動の習得ができるよう支援する。
・着席して話を聞く、嫌な事も少しだけがんばってみる等、学習や課題に向かう姿勢を育て、就労に向けスモールステップを重ねていく。

言語
コミュニケーション

・様々な活動、遊びを通して自分の気持ちや考えを言葉で表現できるよう支援する。また不適切な言葉や表現方法には、その場に応じた適切な表現にできるよう繰り返し支援する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・自分の思いを伝えるばかりではなく、相手の話を聞く力も養えるよう支援する。

人間関係
社会性

・SSTを通して挨拶、ルール、マナー、礼儀、感謝、謝罪など、社会生活で必要なスキルを身につけられるよう繰り返し支援する。
・友達、優劣、協力、けんかなど集団での様々な人間関係において、自分も相手も大切にできる行動がとれるよう、大人の仲介の下学べるよう支援する。

家族支援
個別面談の実施
家族のニーズに応じた延長支援

移行支援 就学、就労に向けての情報提供や助言等

地域支援・地域連携
必要に応じて各関係機関と連携を取り情報共有　　　　　　　　　　　　　　他
事業所との交流

職員の質の向上
各種社内研修の実施（入社時、虐待、BCP　感染症等）　　　　　　　　　
外部研修への参加(権利擁護、人材育成等)

主な行事等 季節に合わせた行事(お花見・水遊び・七夕・クリスマス・お正月など)、不審者、避難訓練、


